第５回丘陵地区整備機構協議会要旨
平成２１年３月２４日

AM10時００分～１２時１３分　

場所：市役所職員会館２階大会議室
主な内容

　事務局より、「丘陵地区整備機構の設立に向けて」というテーマに基づいて、丘陵地区のまちづくりには欠かせない「丘陵地区整備機構」が地権者の要望等に対してどの様な役割を担い、今後検討すべき内容を確認し、土地交換や計画づくりを具体的に決めていく組織として「ワーキングチーム」の設立を行い、専門的に検討を進めていくことを説明した。また和歌山県秋津野地区のまちづくり事例を紹介した。
委員からは主な意見として、
●「持続的まちづくりには、一つ目として経済を持続させること。二つ目は環境に配慮すること。三つ目は町（村）を持続させること。の三つが絡み合う仕組みづくりが重要である。」
●「ワーキングで議論して形を整えていくことは良いと思うが、木を見て森を見ずとならないように、この機構協議会で全体をつなげて基本構想との整合を図れるようにすべきである。」
●「段階的に整備を進めていくにしても、どういったものを第1段階とするかが重要であり、まちづくりに意欲的な方を選んで先導的に進めてもらうことが手っ取り早いと思う。」
●（上秋津野地区の事例を紹介後）「『一人の夢を持った人間の存在よりも、地域づくりを継承していく人・システムが必要だ』という部分で言うと、どこの地域にも頑張っている人は居るが、周りの人にそれを特別なことじゃないと思わせる所が仕組みづくりである。上秋津野の事例で言えば、みんなで出資し、みんなで責任を持つという仕組みを作っている事が秘訣であると感じた。」　等その他。
※　要約しています。詳細については議事録本文をご覧ください。





















